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R0分解組立手順書 41 OV-29

本 手 順 書は，下記対象バルブ型式の分解組立手順書です。

作業を開始する前に，必ず『日阪ボールバルブ取扱説明書』を一読す

ると共に，必ず『日阪ボールバルブ取扱説明書』と，併用して使用して

ください。

また，分解組立するときは，各部品に傷を付けないよう細心の注意を

払って行ってください

CH1１ ． 対 象バルブ型式：

２．分解

自動弁などの駆動装置付き の場合 は，バ ルブを 全閉にした後，再組立を

容易にするため，分離箇所に マジッ クイン キなど で相マークを印した上，

駆動装置をバルブから取り外 してく ださい 。

2- 1 .分 解 前

次の手順を守って作業を 行って くださ い。

1)安 全 に 作業できるように ，十分 な作業 スペー スを確保してください。

2)バ ル ブ を半開としバルブ 内の圧 力を抜 いてく ださい。またバルブ内

に残っている流体を除去 および 洗浄し てくだ さい。

3)再 組 立 を容易にするため ，各接 合部に マジッ クインキなどで相マー

クを印しておいてくださ い。

4)ボ ー ル シート、 O-リ ン グ などの 消耗部 品は新 しい純正部品を準備して

ください。

2- 2 .分 解

（ ）を参照し て，次 の手順 で行っ てください。各部品に断面図 ５頁

傷を付けないように注意し てくだ さい。 ○内の 番号は の品番を断面図

示しています。

1)バ ル ブ を作業台に固定す るなど 安全に 分解で きるように配慮すると

共に十分な作業スペース を確保 してく ださい 。

2)バ ル ブ を規定のハンドル または 適切な スパナ (但 し ，万一 外れて も

怪我をしないよう注意し て使用 するこ と )な ど を用いて閉 の状態 に

する。

3)ス ナ ッ プリング⑯をスナ ップリ ングプ ライヤ を用いて取り外す。

4)ス ペ ー サー⑳及びストッ パ⑮を ステム ⑧から 抜き取る。

5)六 角 穴 付きボルト⑰を六 角レン チにて 取り外 す。
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6)ボ ル ト ⑱をメガネレンチで緩め、トップフランジ③及び銘板 を取り○21

外す。

7)取 り 出 したトップフラン ジ③の 下側よ りステ ム⑧を引き抜き，上側

よりステムベアリング⑪ を取り 出す。 ステム ⑧から O-リ ン グ ⑨及び

スラストベアリング⑫を 取り外 す。

8)ボ デ ィ ①より O-リ ン グ ⑭ を取り 外す。

9)バ ル ブ の配管フランジを 下にト ップフ ランジ 部を手前にして垂直に

置く。

10)上 側 の ボディキャップ② をネジ が２山 くらい 出るまでピンスパナ

(ピ ン 径φ 5mm)を 用 い て緩める。

11)緩 め た ほうのボディキャ ップが 下に、 トップ フランジを手前にして

垂直に置く。 (こ の 時ボールを手で押さえながら作業を行 うこと )

12)ボ デ ィ キャップ②をピン スパナ を用い て取り 出す。

13)ボ ー ル をトップフランジ 側より 取り出 す。 (こ の 時ボール は開の 状態

にしてボディに接触しな いよう 慎重に 取り出 すこと )

14)緩 め た ほうのボディキャ ップを ピンス パナを 用いて取り出す。

15)ボ デ ィ キャップより， O-リ ン グ ⑩、ボ ールシ ート⑥、バックシート

⑦を取り出す。

16)ボ ル ト ⑲を取り外し，ジ ャケッ ト④及 び O-リ ン グ ⑬を取り出す。

2 -3 .分 解 後

1 )『 を 参 照して各部品日阪ボールバルブ取 扱説明 書』２ １，２ ２頁

の点検を実施してくだ さい。

2)分 解 し た金属部品を， 水・ス チーム などで 清浄に洗浄してください。

３．組立

3-1.組 立 前

組立を行う前に次の事項 を確認 してく ださい 。

1) ボ ー ル シー ト⑥，バックシート⑦， O-リ ン グ ⑨⑩⑬⑭， ステム ベア

リン グ⑪， スラストベアリング⑫の消耗部品は全て新し い純正 部品

を準 備して ください。

2) ボ ー ル ⑤， ステム⑧に傷が無いか確認してください。傷 があれ ば使

用で きませ ん。新品を購入した上，組立てください。
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3 -2 .組 立

を参照 して，次の手順で行ってください。断面図

1 )ボ デ ィ ①をジ ャケット面を下にして水平に置く。

2) を 参 照 してボディキャップ②の溝に O-リ ン グ ⑩ (昭 和 化 工㈱製セ断面図

パーオ イルを 塗布 )を 装 着 させ， バック シート ⑦及びボールシート⑥

を入れ ておく 。 (以 下 O-リ ン グ は すべて セパー オイルを塗布すること )

3)ボ デ ィ ①に， ボディキャップ②を２山分だけ残してピンス パナ (ピ ン 径

φ 5mm)に て ね じ込む。

4)ね じ 込 んだ方 のボディキャップの配管フランジを下にトッ プフラ ンジ

部を手 前にし て垂直に置く。

5)ボ ー ル ⑤のス テム勘合部を手前にしボディ①に挿入する。 (こ の 時ボ

ールは 開の状 態で挿入し、ボディ内でボールを回転させ閉 になる よう

にする )

6)も う 片 側のボ ディキャップをピンスパナを用いて完全にね じ込む 。

(こ の ときシート⑥及び バックシート⑦が落ちないよう手で押さえなが

らねじ込むこと )

7)ボ ー ル が動か ないように手で固定しながら、完全にねじ込 んだほ うの

ボディ キャッ プが下に、トップフランジ部が手前になるよ うに置 く。

8) を 参 照し て，ステム⑧に図１

スラストベアリング⑫及び O-リ

ン グ ⑨を入れトップフラン ジ③

に下から挿入する。ステム が入

り込んだらステムベアリン グ⑪

をトップフランジ③の上か ら入

れる。

9)O-リ ン グ ⑭を ボディ①のトップ

。フラン ジ側に 入れておく

を の取付10)ト ッ プ フランジ 断面図

け方向 を参照 してボディ①に

取り付 ける。 (こ の とき O-リ ン

グ ⑭を かみ込 ませないよう注

意して 装着の こと )

を 載11)断 面 図 を参照 して銘板○21

せ，ボルト⑱を締め込む。

12)断 面 図 を参照 にして，ボール

⑤ 三日 月溝底 部とステム⑧下

部が接触していないことを ，

ボール⑤を指で前後に動か し

て確認する。

図１
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13)も う 片 側のボディキャップ②を完全

にねじ込む。

14)バ ル ブ をジャケット部を手前にして

置き， O-リ ング ⑬を装着しジャケッ

トをはめ込み、ボルト⑲を締め込

む。この時， O-リ ン グをかみ込ませ

ないように注意して装着のこと。

15)バ ル ブをジャケットが下になるよう

に置き六角穴付きボルト⑰を六角レ

図２ンチにてトップフランジ③にねじ込む。

16)図 2を 参 照して，ステム⑧の二面方向を確認し，時計方向に回すと閉に

なるようにストッパ⑮を取り付ける。

17)ス ト ッパーの上にスペーサー⑳を装着しスナップリング⑯をスナップ

リングプライヤを用いてステム⑧の溝にはめ込む。

18)ハ ン ド ルまたは適切なス パナ (但 し ，万一外れても怪我を しない よ

う注意して使用すること )な ど でステム⑧を反時計方向に 回し， バ

ルブを開の状態にする。 この時 ，作動 がスム ーズであることを確認

する。

19)バ ル ブ を時計回りで閉， 反時計 回りで 開にな ることを確認する。併

せて，全開時にボディ① のポー トとボ ール⑤ のポートが合っている

ことを確認する。

3- 3.組 立 後

1) 再 組 立 したバ ルブは，耐圧検査および弁座漏れ検査を行な い，問 題

のない ことを 確認する。基本的には耐圧検査圧力は最高使 用圧力 の

１ .５ 倍 とし，弁座漏れ検 査圧力 は使用 圧力と する。

検査は 検査圧 力の１／２程度まで昇圧し，各部が正常に組 立され て

おり， 異常の ないことを確認した後，異常のないことを確 認しな が

ら徐々 に検査 圧力まで昇圧してください。

2) 自 動 弁 など駆 動装置付きの場合は，バルブ仕様 (駆 動 装置の開閉位

置とバ ルブの 開閉位置など )お よ び分解 前に付 けた相マークを参照

して， 駆動装 置を取り付けてください。

日阪ボールバルブ取扱 説明書 』3) 装 置 に バルブ を配管する場合は，『

に従っ て作業 を行ってください。






